
清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

キリスト教思想

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。

公開年度 2006 年度入試

期

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

文化史



解答例

問Ⅰ

重要と考えるポイントの一つ目は、スタートとなる言語資料の確かさ

である。文献によるのであれば、当該文献がどのような目的のために

どのような人によって作られたかというような基本的な情報がはっき

りわかっていることが重要になる。コーパスなどを使う場合には、ど

のような資料に基づいてコーパスが構築されているかがわかっている

ことが重要になる。二つ目は、依拠した言語資料から研究に必要な情

報を抽出するときの「方法」がはっきりしていて、第三者も同様の抽

出が可能であること。三つ目は、抽出した情報に基づいて推測し、結

論を得る、推測が合理的であること。関連する先行研究をふまえるこ

とによって、自身の推測の妥当性を確かめることも必要である。

問Ⅱ

（１）言文一致

（２）「言」と「文」を一致させるには、たとえば「候文」の末尾の

「候」を省くだけでもある程度の達成をみることができる。結局「達

意の文章」をつくるには、特別な文字を使ったり、高尚な語句を使う

必要はなく、自分が口頭で述べようとすることを自分が知っているこ

とばで述べればよい。

（３）福地桜痴の言説においては、「はなしことば」と「かきこと

ば」が区別されているようではっきりと区別されていないように思わ

れる。「言文一致」は「はなしことば」と「かきことば」との「距

離」をなくすことによって、わかりやすい「かきことば」をつくると

いうところにポイントがあったと思われるが、論点が少し拡散的にみ

える。







清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

問Ⅱ

たとえばシェイクスピア作品のアラビア語への翻訳を難しくする要因

には、彼の詩劇に見られる駄洒落や言葉遊び、その他の言語的ユーモ

アを再現するというような難題が含まれる。同様に重要なのが、ヨー

ロッパ諸言語が共有する文化的遺産の存在であり、この点においても

翻訳は一層難しくなる。なぜならシェイクスピアは、観客が古代ギリ

シャ・ローマやルネサンス期の文化・文学に通じていることを前提と

しているからである。たとえば多くの誤訳は、翻訳者がエリザベス朝

時代の文化的背景に十分通じていないことに起因している。

期 春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。

解答例

問Ⅰ 省略

スペイン語圏

キリスト教思想

文化史

公開年度 2007 年度入試

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

日本語圏 英語圏
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清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

解答例

問Ⅱ

2. 98年の世代

19世紀に入り、ラテンアメリカで多くの国が独立し、宗主国としての

「スペイン帝国」の没落は明らかになっていたが、1898年の米西戦争

の敗北がその事実を決定づけた。スペインは最後の砦であった植民地

キューバや、プエルトリコ、フィリピン、グアムを失ったのである。

国内に失望感と悲観主義が蔓延するなか、これをスペインの後進性の

結果であると考え、祖国再生を目指す文学者、思想家たちが現れた。

ウナムーノ、ピオ・バローハ、アソリン、マエストゥ、アントニオ・

マチャード、バリェ・インクランらである。彼らを98年の世代と呼

ぶ。祖国に対する危機感と問題意識を共有し、詩、小説、戯曲、批

評、エッセイなどさまざまな表現形式を通して「スペインとは何か」

を突き詰めた。カスティーリャの荒野にスペインの原点を求め、無名

の人々の日常的な営みやその背景にある風土を再評価したり、社会が

抱える問題を追及するなどして、祖国の再生への道を探ったことが知

られる。

期 春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。

問Ⅰ 省略

スペイン語圏

キリスト教思想

文化史

公開年度 2023 年度入試

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

日本語圏 英語圏



解答例

 吟遊詩人が広場で物語を生きた声で語る「言葉の時代」すなわち中

世においても、少数の人々が個人蔵書を持ち、黙読する「本の時代」

すなわちルネッサンスや黄金世紀においても、文学の目的はおもに、

その時代の社会に相応しいと考えられている価値を学ばせるというも

のであった。書物はイデオロギーを均一化させる社会的要因として機

能していた。書物は行動の手本を示していたため、道徳的価値を持っ

ていた。

 一般的に19世紀までの文学は、宗教的・社会的な規範や道徳に適合

するよう読者を教育する目的があった。

 ロマン主義はスペイン文化の中を平行して流れており、支配的な道

徳を疑問視する立場が現れることを予言していた。やがてパラダイム

の変革が起こり、「文学の時代」が始まった。作品の中に存在する道

徳は創造プロセスにおいてもはや機能せず、不必要だと考えられるよ

うになった。1800年以降、革新的なもの、作者個人の寄与、作者の視

点や独自の感性が評価されるようになった。

問Ⅲ

5. Jorge Luis Borges

Poeta, ensayista y escritor argentino. Nació en 1899 en Buenos Aires 

y murió en 1986 en Ginebra, Suiza. Su abuela paterna era inglesa, y 

creció en un ambiente bilingüe, utilizando tanto el español como el 

inglés en el hogar. Tras la Primera Guerra Mundial recorrió diversos 

países de Europa y, en España, participó en el movimiento de 

vanguardia conocido como el «ultraísmo». A su regreso a Argentina 

publicó su primer libro de poemas, Fervor de Buenos Aires (1923). A 

partir de la década de 1930 comenzó a escribir cuentos y colaboró 

en la revista Sur, fundada por Victoria Ocampo. En 1944 publicó 

Ficciones y en 1949 El Aleph, que son ambos una colección de 

cuentos donde exploró los misterios de la eternidad y el destino, y 

que constituyen las obras más importantes de su carrera literaria. 

Fue director de la Biblioteca Nacional y profesor de literatura inglesa 

en la Universidad de Buenos Aires, a pesar de sufrir la pérdida de la 

vista.

問Ⅱ









清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

1 片仮名・平仮名

片仮名は漢字の部分からつくられ、当初は、漢文訓読文において使わ

れていた。その時期には、片仮名と平仮名とで同じような字形が使わ

れることもあった。片仮名は漢文訓読と密接に結びついて成立したの

で、漢字との親和性がたかい文字体系といえる。平仮名は漢字全体を

もとにしてつくられているが、漢語の使用が少ない和文において使わ

れた。平安時代には、平仮名を美しく書くことが価値をもつように

なった。

2 漢字列

漢字が並べられたものを「漢字列」と呼ぶ。日本語の文字化において

は、和語も漢語も同一の漢字列によって文字化することが可能であ

り、振仮名が施されていなければ、当該漢字列がいかなる語を文字化

したものであるかがわからないことがある。そのような状態を指す学

術用語として「漢字列」は有効である。

3 表記体

日本語をあらわすために使うことができる、漢字、仮名（平仮名・片

仮名）によってどのように文字化が行なわれているかをあらわす概念

が「表記体」である。日本語の表記体は、「表意専用」「表音専用」

「表意表音併用」の三つに大きくわけることができる。

解答例

期 春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。

問Ⅰ

スペイン語圏

キリスト教思想

文化史

公開年度 2024 年度入試

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

日本語圏 英語圏



4 振仮名

漢字がいかなる語を文字化しているかを、「読み手」に明示するため

に漢字列の右または左（あるいは両方）に仮名で添えられているもの

が振仮名である。「書き手」側からいえば、振仮名を文字化したもの

が漢字列ということになる。振仮名を注釈と考えれば、漢字列には潜

在的に振仮名が施されていると考えることもできる。

5 辞書体資料

何らかの編集が行なわれている資料を「辞書体資料」と呼ぶ。「辞書

体資料」の排他的対概念が「非辞書体資料」で、編集されていない資

料を指す。

問Ⅰ

解答例 問Ⅱ

『萬葉集』においては、和語「サト」の文字化に、単漢字「郷」

「里」が使われている。和訓という観点でいえば、単漢字「郷」

「里」いずれもが和訓「サト」をもっているという状態といえる。こ

れは従来、「異字同訓」と呼ばれる現象であるが、和語「サト」が複

数の漢字と結びつきを形成していることがわかる。一方、単漢字

「放」は和語「サク」「ハナツ」いずれをも文字化しており、この場

合は「一字多訓」ということになる。このように、「語」とそれを文

字化する文字である「漢字」とをめぐって、複数の「語」と複数の

「漢字」が結びつきを形成しているのが日本語における「連合関係」

であるといえる。

問Ⅲ

もっとも注目すべきは『言海』が「日本普通語ノ辞書」であると言挙

げされている点である。「普通語」がどのような語であるかというこ

とについては、およそ広通している語と考えることができる。この文

章では、「普通語」と「地名人名等ノ固有名称」「学術専門ノ語」と

が対置され、区別されている。人名や植物名を多く含んだ、江戸時代

までの『節用集』などとは、見出しの選定において、はっきりと異

なっており、『言海』が「近代的な国語辞書」の嚆矢と呼ばれる理由

といってよい。それは「部門類別ノ方ニ拠ラザルヲ法トスベシ」にも

あらわれていて、「意味分類＋いろは順」とは異なる、発音による見

出し配列が意識的に選択されている点が評価できる。







清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

期 春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。

スペイン語圏

キリスト教思想

文化史

公開年度 2023 年度入試

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

日本語圏 英語圏



問Ⅱ 省略

解答例

問Ⅰ

教師が教科や学習に対して示す熱意は、効果的指導の重要な要因であ

り、生徒との前向きな関係を支え、学習意欲と達成度を高める。生徒

が「やる気を出させてくれる教師」と感じるのは、学習を自分事とし

てとらえさせ、秩序ある教室環境を保ち、高い基準を設定し、適度に

難しい課題を与え、その間強化や励ましを与える教師である。

熱意ある教師の影響は授業後も続き、生徒が能力以上に努力する姿勢

を育てる一方で、力量の低い教師は教科への関心を失わせることさえ

あると研究で示されている。良い教師は、静かに傍観しがちな生徒を

認めながらも、彼らに学習参加を促し続ける。

さらに教師は動機の個人差についても理解し、生徒の内発的動機を支

えながら、必要な場合には外発的動機を与える。動機づけとは、生徒

の学習への受容度を高めそれを楽しめるよう支援し、学習自体の重要

性を理解させる営みでもある。特に完全習得学習法を用いて教える

と、生徒は学習態度の改善に加え、学業上の自己概念やその教科への

関心とさらなる学びへの欲求が高まる。加えて、高次的認知プロセス

を重視し学習方略を習得させれば、刺激的で常に新しく遊び心のある

学習環境が生まれる。

複数の研究によると、教師の側の動機や熱意は、生徒の動機づけや達

成度と関連がある。また教師の熱意は年⾧の学生により大きな影響が

あるとする知見がある一方、初等段階でも有能な教師は仕事への熱意

を示すものだとされる。
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清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

期 春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。

解答例 問Ⅰ

1. catáfora

La catáfora es la relación de identidad que se establece 

normalmente entre el referente de un pronombre y el de un sintagma 

nominal o una oración que aparecen posteriormente en el discurso. 

Un simple ejemplos es Le dije a Juan que viniera, donde el 

pronombre personal le se refiere al sustantivo Juan que se sitúa 

posteriormente al pronombre. La catáfora también puede producirse 

entre dos sintagmas nominales que no sean pronombres. Un ejemplo 

es Un problema grave tenemos: la falta de fondos, en el que se 

argumenta la identidad entre el primer sintagma nominal un 

problema grave y el segundo, más concreto, la falta de fondos.

スペイン語圏

キリスト教思想

文化史

公開年度 2007 年度入試

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

日本語圏 英語圏



問Ⅰ

4. hiato

En el contexto de la fonética general, el hiato se refiere a una serie 

de dos o más vocales heterosilábicas, cada una de las cuales 

pertenece a una sílaba separada. En español, una serie de dos 

vocales que contienen una vocal alta /i, u/ forma un diptongo (ue, ai, 

etc.) y se sitúan dentro de una misma sílaba, por lo que no 

constituyen hiato. Por ejemplo, las palabras puede y aire se silabean 

como pue-de y ai-re respectivamente y no contienen hiato sino un 

dipotongo.

Por el contrario, una secuencia de dos vocales que no sean vocales 

altas (ea, ao, etc.) o que contiene una vocal alta que lleva tilde, sí 

forman un hiato. por lo que tienen un límite silábico entre las dos 

vocales. Por ejemplo, las palabras teatro y país en sílabas se 

silabean como te-a-tro y pa-ís, respectivamente.

La lengua española tiene una tendencia a evitar hiatos. El que la 

forma del presente de indicativo de la tercera persona del singular 

del verbo oír sea oye en lugar de *oe se debe a esta tendencia.

6. prefijo

El prefijo es un afijo derivativo que se antepone a la base de derivaci

ón (p. ej. in- en informal, sub- en submarino), y, por lo tanto, es un 

morfema ligado.

Siguientes son unos prefijos más comunes con su significado: re- 

(repetición) en reabrir; in- (negación) en inútil; pre- (anterioridad) en 

preparar; anti- (oposición) en antivirus, super- (superioridad) en 

supermercado; sub- (debajo) en subterránedo, inter- (entre) en 

internacional.

También merece notar que los prefijos no cambian la categoría de la 

base, aunque modifican su significado. Así, posible e imposible son 

ambos adjetivos, ver y prever son verbos, etc.

8. leísmo

El leísmo es un fenómeno del español en el que se usa le en lugar de 

lo o la como pronombre de objeto directo. Es especialmente 

frecuente en España, sobre todo cuando el referente es masculino y 

humano. La Real Academia acepta como correcto el uso de le para el 

objeto directo masculino singular animado.

He aquí algunos ejemplos simples: Vi a Juan → Le vi. (leísmo 

aceptado por la RAE); Busco a mi hermano → Le busco. (leísmo 

aceptado); Vi el coche → *Le vi. (leísmo no aceptado por la RAE); 

Llamé a María → *Le llamé. (leísmo no aceptado)

Hay que tener en cuenta que el leísmo refleja variación dialectal y 

preferencias de cortesía en algunas zonas.

解答例



問Ⅱ

19世紀を通して、イデオロギーの対立、軍部による政治への頻繁な暴

力的介入、社会的不均衡、そして地域ナショナリズムが、他の要素と

ともに、スペイン人の生活を悪化させた。彼らは、矛盾が広まる状況

に沈み込んだまま20世紀に入っていくことになるだろう。

 スペインの人口は大きく増加した。しかし、不十分な工業設備と旧

式の土地所有制度が経済的、社会的発展を妨げていた。その結果、人

口の大部分はオフィシャルな国家に背を向けて暮らし、この世紀に社

会的に獲得されたものを受け取るのに⾧い時間がかかることになっ

た。

 啓蒙主義者の精神を受け継ぎ、啓蒙主義者と同じように経済問題と

教育問題に関心を寄せ、自由主義と進歩主義を信奉する少数のブル

ジョワジーは、断続的に権力を手に入れ、10もの憲法を発布したが、

どれひとつとして国民の大多数をまとめることも、社会の構造的悪を

解決することもできなかった。

解答例









清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

キリスト教思想

文化史

公開年度 2024 年度入試

期 春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。



問Ⅰ 省略

問Ⅱ

 戦争における非戦闘員の保護という概念は、現代の正戦論において

中心的な位置を占めているにもかかわらず、最も初期かつ影響力の大

きい正戦論者の一人である聖アウグスティヌスの著作には見られな

い。これは注目すべき点である。第4章で見たように、戦争は処罰の一

形態として正当化しうるとアウグスティヌスは主張した。しかし、戦

争は罪ある者にも罪のない者にも等しく害を及ぼすため、処罰の一形

態として戦争を正当化することは困難であることを、私たちは指摘し

た。アウグスティヌスはこの問題を、侵略国家のすべての構成員は有

罪であると論じることによって克服しようとした。したがって、アウ

グスティヌスの説明は次のような考えをその一部として含んでいる。

すなわち、国家の構成員は一つの身体なのであり、彼らは互いの不正

行為を共有し合っているのだ、とみなすのが適切であるという考えで

ある。もしフランス軍がスペインに侵攻したならば、フランス国民は

すべて有罪であり、全員が処罰されてよいことになる。このように、

アウグスティヌスの正戦論は、戦闘員と非戦闘員との間に道徳的観点

からのいかなる区別も認めていないのである。

 マキーオウ（McKeogh）は、侵略国家の構成員一人ひとりに罪が帰

属するというこの見方が、次のことを示すうえで不可欠であったと示

唆している。すなわち、人々を取り扱う際のキリスト教的な理想――

各人がその人にふさわしいものを受けるという原則――が、戦争にお

ける非戦闘員の死を引き起こすことと両立しうるということである。

アウグスティヌスの時代、戦争時の戦術には、たとえば町や都市の包

囲戦がしばしば含まれており、それが戦闘員とともに非戦闘員の死を

もたらすことは予測可能であった。このような死を引き起こすこと

は、一見すると無辜の者を殺すことを禁じるキリスト教の教えと相容

れないように思われる。しかし、各市民個人を有罪とみなし、した

がって処罰に値すると考えることによって、アウグスティヌスは、こ

れらの死を引き起こすことが道徳的に正当だとする理由を説明するこ

とができたのである。

解答例







清泉女子大学大学院 過去問題

文学

言語学

キリスト教思想

文化史

これまでに志願のあった科目について、最も新しい問題の情報を公開します。

なお、公開されていない科目は志願のなかった科目です。

また、一義的な解答例を示すことが難しい問題は、その公開を省略します。

課程 博士課程

公開

科目
専門科目

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

日本語圏 英語圏 スペイン語圏

キリスト教思想

文化史

公開年度 2024 年度入試

期 春季

出題意図 志望する研究分野に関する知識・理解を測る。



解答例

問Ⅰ 省略

問Ⅱ

 戦争における非戦闘員の保護という概念は、現代の正戦論において

中心的な位置を占めているにもかかわらず、最も初期かつ影響力の大

きい正戦論者の一人である聖アウグスティヌスの著作には見られな

い。これは注目すべき点である。第4章で見たように、戦争は処罰の一

形態として正当化しうるとアウグスティヌスは主張した。しかし、戦

争は罪ある者にも罪のない者にも等しく害を及ぼすため、処罰の一形

態として戦争を正当化することは困難であることを、私たちは指摘し

た。アウグスティヌスはこの問題を、侵略国家のすべての構成員は有

罪であると論じることによって克服しようとした。したがって、アウ

グスティヌスの説明は次のような考えをその一部として含んでいる。

すなわち、国家の構成員は一つの身体なのであり、彼らは互いの不正

行為を共有し合っているのだ、とみなすのが適切であるという考えで

ある。もしフランス軍がスペインに侵攻したならば、フランス国民は

すべて有罪であり、全員が処罰されてよいことになる。このように、

アウグスティヌスの正戦論は、戦闘員と非戦闘員との間に道徳的観点

からのいかなる区別も認めていないのである。

 マキーオウ（McKeogh）は、侵略国家の構成員一人ひとりに罪が帰

属するというこの見方が、次のことを示すうえで不可欠であったと示

唆している。すなわち、人々を取り扱う際のキリスト教的な理想――

各人がその人にふさわしいものを受けるという原則――が、戦争にお

ける非戦闘員の死を引き起こすことと両立しうるということである。

アウグスティヌスの時代、戦争時の戦術には、たとえば町や都市の包

囲戦がしばしば含まれており、それが戦闘員とともに非戦闘員の死を

もたらすことは予測可能であった。このような死を引き起こすこと

は、一見すると無辜の者を殺すことを禁じるキリスト教の教えと相容

れないように思われる。しかし、各市民個人を有罪とみなし、した

がって処罰に値すると考えることによって、アウグスティヌスは、こ

れらの死を引き起こすことが道徳的に正当だとする理由を説明するこ

とができたのである。




